
保険医協会 地域医療対策部学習会のご案内 

在宅患者支える地域包括ケア病棟の役割をつかむ 
レスパイト、ショートステイとしての活用方法とは 

 在宅医療に取り組む上で、バックベッドの存在は欠かせないものです。急変時の対応というイメ

ージが強い病院との連携ですが、実際のバックベッドの性格は他にも教育入院、社会的入院、リ

ハビリ入院など多様なものとなっています。 

 今回の地域医療医対策部学習会では地域包括ケア病棟の役割にスポットを当てて開催いたし

ます。2018 年改定で「在宅医療のバックベッドとしての役割」がより色濃くなった地域包括ケア病

棟の活用方法とは？その活用を通じて在宅患者さん、その家族が安心して在宅療養できるヒント

となれば幸いです。 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 

 

会場参加をご希望の先生 
ＦＡＸ 06-6568-2389 大原行 

地区 

                

ご氏名                 

                                  
お電話番号                  ＦＡＸ番号 

                                    
職種 

                 ●会場参加の皆様へ 下記の事前アンケートにご協力ください 

 

① 地域包括ケア病棟に患者を紹介したことはありますか？ 

   □はい  □いいえ  □分からない 

② 地域包括ケア病棟に紹介する患者のイメージはありますか？ 

 

 

③ 講師に質問があればご記入ください。 

 

 

主催 大阪府保険医協会 地域医療対策部 TEL06-6568-7721 大阪市浪速区幸町 1-2-33 

日 時 ２０２１年７月１７日（土）午後４時～午後５時 
 

会 場 大阪府保険医協会 Ｍ＆Ｄホール 
（大阪市浪速区幸町１－２－３３、℡：06-6568-7721） 

 

講 師 社会医療法人山弘会上山病院（寝屋川市）事務長 江坂竜二氏 
 

申込み FAX（06-6568-2389）または WEB で担当・大原まで 
 ※ 会場参加定員５０名 ※ ＷＥＢ参加定員５００名まで 

 ※ 府医「生涯研修制度」対象予定です。 

大阪府保険医協会ホームページ上の「行事案 

内」からもお申込みいただけます。入力画面へ

は左記 QR コードからもアクセスできます。 



 

ＷＥＢ参加をご希望の先生 
ＦＡＸ 06-6568-2389 大原行 

 

学習会「在宅患者支える地域包括ケア病棟の役割をつかむ」 
 

  ７月１７日(土)午後４時より開催予定の学習会「在宅患者支える地域包括ケア病棟の

役割をつかむ」へＷＥＢ参加の方は、下記ご記入の上 FAX にてお返事いただくか、大阪府

保険医協会ホームページ「行事案内」よりお申込下さい。 

      申込ページへは QR コードからもアクセスできます➡ 

 

地区                         職種 

                               
 

ご氏名                        メールアドレス 
 

                               
お電話番号                      ＦＡＸ番号 
 

                           
 
医師会会員の先生 
 

府医生涯研修単位            □ 要      □ 不要 

※府医生涯研修チケット番号 (地区番号 2 桁＋医籍登録番号 6 桁の計 8 桁)を必ずご記入ください。 
 

                                                               

医師会未入会員の先生 

参加証の送付               □ 要      □ 不要 

 
当日資料送付先住所 ※医療機関住所以外の住所を希望する場合はご記入ください 

 
〒    －                                 

 
●WEB 参加の皆様へ 下記の事前アンケートにご協力ください 

 

① 地域包括ケア病棟に患者を紹介したことはありますか？ 

   □はい  □いいえ  □分からない 

② 地域包括ケア病棟に紹介する患者のイメージはありますか？ 

 

 

③ 講師に質問があればご記入ください。 

 

 
 

主催：大阪府保険医協会地域医療対策部 連絡先／℡06-6568-7721  担当 大原・三村・肥後 


